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    開  会   午前９時３０分 

議長（西 昭夫君） 皆さんおはようございます。 

  今年も梅雨の季節となりました。今年は既に台風が日本列島に接近し、笠置町におきまし

ても大雨となりましたが、大きな被害もなく安堵をしているところです。今後も災害が起こ

らないようお祈りいたします。 

  本日、ここに令和５年６月第２回笠置町議会定例会が招集されましたところ、御出席を賜

り厚くお礼を申し上げます。 

  本定例会に提案されます各議案につきまして、慎重に御審議をいただきますとともに、町

長はじめ職員におかれましては、適正かつ明確な答弁をするよう御留意いただき、議会運営

がスムーズに進みますよう皆様の御協力をお願い申し上げます。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） ただいまから令和５年６月第２回笠置町議会定例会を開会します。 

  これから本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、２番、松本俊清議員及び３番、大

倉博議員を指名します。 

  以上の両議員に差し支えのある場合には、次の議席の議員にお願いをいたします。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第２、会期決定の件を議題とします。 

  お諮りします。本定例会の会期は、本日から６月２９日までの８日間としたいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） 異議なしと認めます。会期は本日から６月２９日までの８日間に決定し

ました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  議会報告を行います。 

  ５月２３日、全国町村議会議長会主催の令和５年度町村議会議長研修会が東京都で開催さ
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れ、出席をいたしました。「町村議会の課題と今後の展望について」、「町村議会とハラス

メント」などの講演が行われました。また、この日は京都府選出の国会議員の方々と懇談を

行いました。 

  翌日には、特別研修として、第３３次地方制度調査会答申と地方自治法改正を踏まえた本

会の対応等についての研修を併せて受講しました。 

  ５月２６日、山城地区議長連絡協議会定例会が宇治田原町にて開催され、出席いたしまし

た。令和５年度事業計画及び予算等について審議をいたしました。 

  以上、議会報告といたします。 

  議会運営上、本定例会おきまして不穏当な発言があった場合には、後日会議録を調査して

善処いたします。 

  なお、今定例会において議案に対する質疑につきましては、同一議員につき同一の議題に

ついて３回までとしますので、申し添えます。 

  また、質疑は質疑通告書を提出していただいた議員を優先します。順序は提出順とし、由

本議員、坂本議員といたします。 

  質疑通告者は、まず通告内容に従い、一括質疑をしてください。通告以外の質疑及び通告

されていない方につきましては、後ほど質疑を行っていただきますので、申し添えます。 

  次に、町長から行政報告の申出がありました。これを許します。町長。 

町長（中 淳志君） 本日ここに令和５年第２回笠置町議会定例会を招集いたしましたところ、

議員各位には御多用の中、御出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

  今年は全国的に平年より早い梅雨入りとなり、６月初めには前線の影響による大雨警報が

発令されるなど不安定な天候が続きました。皆様におかれましては、体調管理に十分御留意

いただきたく存じます。 

  それでは、町政の状況について御報告させていただきます。 

  ５月８日に新型コロナウイルス感染症が季節性インフルエンザと同等の５類に変更されて

から１か月が経過しております。 

  ６月１６日には、笠置さわやか会の開講式が開催され、出席いたしましたが、多くの参加

がございました。今年度は社会見学を含む年間６回の講座が通常開催されることとなってお

り、以前の日常生活が戻りつつあると実感しております。 

  ７月２日には、６５歳以上の方や基礎疾患をお持ちの方の集団接種を笠置いこいの館で行

いますが、今後は個別接種を受けられる方も増加するものと思われます。マスクの着用など
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感染対策は、個人の判断に委ねられることになりましたが、感染者数は穏やかながら増加傾

向にあるようですので、それぞれ対策をとっていただきますようお願いいたします。 

  ５月３０日に笠置小学校の３年生２名が役場庁舎の見学に来庁しました。議場や無線室な

どを見学した後で、町長室でどんな仕事をしていますか、どんなことをしたいですかなどの

質問を受けました。笠置の将来を担う子供たちの素直な心に触れ、穏やかな気持ちになりま

した。 

  今回本定例会に御提案申し上げます案件は、報告４件、諮問１件、同意１０件、議事案件

は補正予算１件を含む６件でございます。よろしく御審議賜りますようお願い申し上げまし

て、行政報告とさせていただきます。 

議長（西 昭夫君） これで諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第４、報告第１号、令和４年度笠置町一般会計繰越明許費繰越計算

書の件、日程第５、報告第２号、令和４年度笠置町簡易水道特別会計繰越明許費繰越計算書

の件、日程第６、報告第３号、令和４年度（２０２２年度）城南土地開発公社決算に関する

報告書の件、日程第７、報告第４号、令和５年度（２０２３年度）城南土地開発公社事業計

画に関する報告書の件の４件につきましては、いずれも報告ですので、会議規則第３７条に

より一括して報告を求めます。町長。 

町長（中 淳志君） 報告第１号から報告第４号まで一括して提案理由を申し上げます。 

  まず、報告第１号、令和４年度笠置町一般会計繰越明許費繰越計算書及び報告第２号、令

和４年度笠置町簡易水道特別会計繰越明許費繰越計算書について、提案理由を申し上げます。 

  一般会計及び簡易水道特別会計において、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定によ

り、令和４年度予算から令和５年度予算へ事業を繰り越しましたので、地方自治法第

２１３条第１項の規定により報告するものです。 

  続きまして、報告第３号、令和４年度城南土地開発公社決算に係る報告書及び報告第４号、

令和５年度城南土地開発公社事業計画に関する報告書について、提案理由を申し上げます。 

  令和５年４月２７日に開催された城南土地開発公社理事会において、令和４年度の事業報

告及び決算が令和５年３月２８日に開催された理事会において、令和５年度の事業計画及び

予算がそれぞれ承認されましたので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により報告す

るものです。御報告を申し上げます。以上です。 

議長（西 昭夫君） これで報告を終わります。 
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──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第８、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦の件を議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（中 淳志君） 諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦の件について、提案理由を申し

上げます。 

  人権擁護委員、浦井紀代美氏は、令和５年１２月３１日をもって任期が満了となりますの

で、継続して浦井紀代美氏を推薦いたしたく、議会の意見を求めたいので、人権擁護委員法

（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により、この案を提出するものでござい

ます。 

  なお、委員の任期は、令和６年１月１日から３か年でございます。 

  よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

議長（西 昭夫君） 議案の説明を求めます。人権啓発課長。 

人権啓発課長（吉田和秀君） それでは、諮問第１号の説明は、朗読をもって説明させていた

だきます。 

  諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦の件。 

  下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、議会の意見求める。 

  令和５年６月２２日提出、笠置町長、中淳志。 

  記としまして、氏名、浦井紀代美、住所、京都府相楽郡笠置町大字笠置。 

  以上で説明を終わります。 

議長（西 昭夫君） 本件は質疑、討論を省略して採決したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） 異議なしと認め、質疑、討論を省略いたします。 

  これから採決を行います。この採決は起立によって行います。 

  本件は、これに適任とすることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦の

件は、適任とすることに決定しました。 

  なお、この旨を町長に答申します。 

──────────────────────────────────── 
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議長（西 昭夫君） 日程第９、同意第１号から日程第１８、同意第１０号までの笠置町農業

委員会委員の任命につき同意を求める件の１０件を会議規則第３７条により一括議題といた

します。 

  提出者の説明を求めます。町長。 

町長（中 淳志君） 同意第１号から同意第１０号までの笠置町農業委員会委員の任命につき

同意を求める件につきまして、一括して提案理由を申し上げます。 

  令和５年７月１９日に笠置町農業委員会委員の任期が満了しますので、その任命に当たり、

農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により、議会の同意を求めるものです。 

  任期は、令和５年７月２０日から３年間となります。 

  御同意いただきますようお願い申し上げます。 

  以上です。 

議長（西 昭夫君） 議案の説明を求めます。建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） 失礼いたします。 

  同意第１号から同意第１０号につきましては、同一内容でございますので、一括して説明

させていただきます。 

  同意の説明については、全て朗読をもって説明させていただきます。 

  同意第１号、笠置町農業委員会委員の任命につき同意を求める件。 

  下記の者を笠置町農業委員会委員に任命したいので、農業委員会等に関する法律第８条第

１項の規定により議会の同意を求める。 

  令和５年６月２２日提出、笠置町長、中淳志。 

  記は、住所、氏名の順に申し上げます。 

  笠置町大字笠置、西岡良祐。 

  続いて、同意第２号、笠置町大字有市、植田克巳。 

  同意第３号、笠置町大字切山、上村秀夫。 

  同意第４号、笠置町大字飛鳥路、巽秀男。 

  同意第５号、笠置町大字有市、有田康善。 

  同意第６号、笠置町大字笠置、谷川優。 

  同意第７号、笠置町大字笠置、西久保正明。 

  同意第８号、笠置町大字有市、田中豊次。 

  同意第９号、笠置町大字笠置、仲北達夫。 
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  同意第１０号、笠置町大字有市、田中良三。 

  なお、同意第９号、仲北達夫氏につきましては、農業委員会等に関する法律第８条第６項

により、委員の任命に当たっては、利害関係を有しない中立委員として任命する方でござい

ます。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

議長（西 昭夫君） お諮りします。本件につきましては、質疑、討論を省略し、直ちに採決

したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） 異議なしと認めます。したがって、本案につきましては、質疑、討論を

省略して直ちに採決をいたします。 

  採決は１件ごとに行います。この採決は起立によって行います。 

  まず、同意第１号は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、同意第１号は原案のとおり同意することに

決定いたしました。 

  次に、同意第２号の採決を行います。 

  同意第２号は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、同意第２号は原案のとおり同意することに

決定しました。 

  次に、同意第３号の採決を行います。 

  同意第３号は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、同意第３号は原案のとおり同意することに

決定いたしました。 

  次に、同意第４号の採決を行います。 

  同意第４号は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、同意第４号は原案のとおり同意することに

決定しました。 
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  次に、同意第５号の採決を行います。 

  同意第５号は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、同意第５号は原案のとおり同意することに

決定しました。 

  次に、同意第６号の採決を行います。 

  同意第６号は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、同意第６号は原案のとおり同意することに

決定しました。 

  次に、同意第７号の採決を行います。 

  同意第７号は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、同意第７号は原案のとおり同意することに

決定しました。 

  次に、同意第８号の採決を行います。 

  同意第８号は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、同意第８号は原案のとおり同意することに

決定しました。 

  次に、同意第９号の採決を行います。 

  同意第９号は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、同意第９号は原案のとおり同意することに

決定しました。 

  次に、同意第１０号の採決を行います。 

  本件については、地方自治法第１１７条の規定により田中良三議員の退場を求めます。 

（田中良三君退場） 

議長（西 昭夫君） 同意第１０号は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
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議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、同意第１０号は原案のとおり同意すること

に決定しました。 

  田中良三議員の入場を認めます。 

（田中良三君入場） 

議長（西 昭夫君） 田中議員に申し上げます。 

  同意第１０号は原案のとおり同意されましたので、その旨を告知いたします。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第１９、議案第３５号、笠置町家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例一部改正の件、日程第２０、議案第３６号、笠置町特定教育・保育

施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例一部改正の件の２件を会議規

則第３７条により一括議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（中 淳志君） 議案第３５号、笠置町家庭的保育事業等の設置及び運営に関する基準を

定める条例一部改正の件及び議案第３６号、笠置町特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例一部改正の件について、一括して提案理由を申し上げ

ます。 

  こども家庭庁の設置法の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備等に関する省令（令和５年

厚生労働省令第４８号）により、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準が改正されたの

で、当町の条例について文言の一部を改正するものです。 

  いずれも施行日は公布の日からでございます。 

  よろしく御審議賜りますようお願いいたします。以上です。 

議長（西 昭夫君） 議案の説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） それでは、議案第３５号及び議案第３６号、一括して説明をさ

せていただきます。 

  今回の一部改正につきましては、町長の提案理由にありましたとおり、こども家庭庁設置

法の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備等に関する省令による児童福祉施設の設備及び運

営に関する基準が改正されたことに伴い、条例の一部を改正しようとするものでございます。 

  それでは、新旧対照表で説明をさせていただます。 

  まず、家庭的保育事業につきまして２ページをお願いいたします。 

  第２５条中、「厚生労働大臣」を「内閣総理大臣」に改めるものでございます。 
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  続きまして、議案第３６号、笠置町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例についてでございます。 

  ２ページをお願いいたします。 

  第１５条第１項第４号中、「厚生労働大臣」を「内閣総理大臣」に改める、また第４４条

中、「厚生労働大臣」を「内閣総理大臣」に改めるものでございます。 

  いずれも施行期日は公布の日からでございます。 

  よろしく御承認いただきますようお願い申し上げます。 

議長（西 昭夫君） これから議案第３５号の質疑、討論、採決を行います。 

  まず質疑を行います。議案第３５号の通告はありませんので、全議員にお聞きします。質

疑はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第３５号、笠置町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例一部改正の件を採決いたします。この採決は起立によって行います。 

  議案第３５号、笠置町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例一部改

正の件は、原案のとおり賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、議案第３５号、笠置町家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準を定める条例一部改正の件は、原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第３６号の質疑、討論、採決を行います。 

  議案第３６号についての質疑通告はありませんので、全議員にお聞きします。質疑はあり

ませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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  これから議案第３６号、笠置町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例一部改正の件を採決いたします。この採決は起立によって行います。 

  議案第３６号、笠置町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例一部改正の件は、原案のとおり賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、議案第３６号、笠置町特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例一部改正の件は、原案のとおり可

決されました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第２１、議案第３７号、笠置町放課後児童健全育成事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例一部改正の件を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（中 淳志君） 議案第３７号、笠置町放課後児童健全事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例一部改正の件について、提案理由を御説明申し上げます。 

  国の子ども・子育て支援交付金の対象となる放課後児童健全育成事業の内容について定め

る通知が改正されたことに伴い、条例の一部を改正しようとするものです。 

  施行日は、公布の日からでございます。 

  よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。以上です。 

議長（西 昭夫君） 議案の説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） それでは、議案第３７号、笠置町放課後児童健全育成事業の設

備及び運営に関する基準を定める条例一部改正の件について、御説明させていただきます。 

  今回の一部改正につきましては、町長の提案理由にもありましたとおり、国の子ども・子

育て支援交付金の対象となる放課後児童健全育成事業の内容について定める通知が改正され

たことに伴い、条例の一部を改正しようとするものです。 

  新旧対照表で説明をさせていただきます。２ページをお願いいたします。 

  附則第２条中「この条例の施行の日から平成３２年３月３１日までの間」を「当分の間」

に、「平成３２年３月３１日までに」を「その者の研修計画を定めた上で、放課後児童支援

員としての業務に従事することになった日から２年以内に当該研修を」に改めるものでござ

います。 

  施行期日は、公布の日からでございます。 
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  御承認いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

議長（西 昭夫君） これから質疑を行います。議案第３７号について質疑通告はありません

ので、全議員にお聞きします。質疑はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第３７号、笠置町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例一部改正の件を採決いたします。この採決は起立によって行います。 

  議案第３７号、笠置町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

一部改正の件は、原案のとおり賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、議案第３７号、笠置町放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準を定める条例一部改正の件は、原案のとおり可決されまし

た。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第２２、議案第３８号、笠置町営住宅設備及び管理条例一部改正の

件を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（中 淳志君） 議案第３８号、笠置町営住宅設置及び管理条例一部改正の件について、

提案理由を申し上げます。 

  町営住宅につきましては、現在の管理戸数と条例に記載されている管理戸数に差異がある

ことから、実数に合わせるために改正するものです。 

  御審議いただき、御承認賜りますようお願い申し上げます。以上です。 

議長（西 昭夫君） 議案の説明を求めます。建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） 失礼いたします。 

  議案第３８号、笠置町営住宅設置及び管理条例の一部改正の件について、説明させていた

だきます。 

  町長の提案理由にもありましたとおり、またさきの議会において議員さんよりも御指摘が
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ございました町営住宅において現在の管理戸数と条例上の管理戸数に差異がございますので、

現状に合わせた改正を行うものです。 

  ２ページ新旧対照表をお願いいたします。 

  別表中、いずれも奥田団地でございます。建築年度昭和２８年度「６戸」を「５戸」、昭

和２９年度「１３戸」を「１１戸」、昭和３０年度「７戸」を「６戸」に改め、「昭和

３４年度２戸（木平）」を削るものでございます。 

  平成１５年度及び１７年度に取壊しを行った際に条例改正できておらず申し訳ございませ

んでした。今後は用途廃止ごとに条例改正を怠ることのないよう事務を進めてまいります。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

議長（西 昭夫君） これから質疑を行います。議案第３８号についての質疑通告はありませ

んので、全議員にお聞きします。質疑はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第３８号、笠置町営住宅設置及び管理条例一部改正の件を採決いたします。

この採決は起立によって行います。 

  議案第３８号、笠置町営住宅設置及び管理条例一部改正の件は、原案のとおり賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、議案第３８号、笠置町営住宅設置及び管理

条例一部改正の件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第２３、議案第３９号、笠置町防災行政無線操作卓更新事業物品供

給契約締結の件を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（中 淳志君） 議案第３９号、笠置町防災行政無線操作卓更新事業物品供給契約締結の

件について、提案理由を申し上げます。 

  笠置町防災行政無線の操作卓更新事業については、住民の安心安全を図るものとして実施



１６ 

いたしておりますが、物品供給契約を締結する必要がございますので、地方自治法第９６条

第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定により、議会の議決を求めるものです。 

  御審議いただき、御承認賜りますようお願い申し上げます。以上です。 

議長（西 昭夫君） 議案の説明を求めます。参事兼総務財政課長事務取扱。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  それでは、議案第３９号、笠置町防災行政無線操作卓更新事業物品供給契約締結の件につ

きまして説明させていただきます。 

  先ほど町長からの説明にもありましたとおり、笠置町防災行政無線の操作卓の更新事業を

本年度実施いたします。この契約金につきまして、地方自治法第９６条第１項第５号の規定

及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき

まして提案させていただき、議会の議決を求めるものでございます。 

  記につきましては、朗読をさせていただきます。 

  １、契約の目的、笠置町防災行政無線操作卓更新事業。 

  契約の方法、随意契約。 

  契約金額、６，６００万円（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額６００万円）。 

  契約の相手方、パナソニックコネクト株式会社、現場ソリューションカンパニー西日本社、

プレジデント、武部恭士。住所は、大阪府大阪市淀川区宮原４－５－４１。 

  事業期間は、本契約締結の日から令和６年３月２５日までとなっております。 

  なお、仮契約につきましては、６月１４日に結んでおります。今回の議決を得たときに本

契約として成立するものとして仮契約書を交わしております。以上、説明を終わります。 

議長（西 昭夫君） これから質疑を行います。議案第３９号についての質疑通告はありませ

んので、全議員にお聞きします。質疑はありませんか。 

  ５番、坂本議員。 

５番（坂本英人君） ５番、坂本です。 

  この契約の方法が随意契約になっておるんですけれども、この金額６，６００万円、かな

り大きな金額になるんですけれども、この随意契約というのはどういう地方自治法の下で行

われるかお聞きしたい。 

議長（西 昭夫君） 参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 



１７ 

  今の坂本議員の御質問お答えさせていただきます。 

  地方自治法の条項によりまして、一般競争入札に適さないものといたしまして随意契約と

させていただいたものでございます。 

  その理由といたしましては、現在使用しております防災行政無線の操作卓及び周辺機器に

関しましては、パナソニック製のものを利用、活用しております。運用上、更新に当たりま

して機器の切替えのタイミングやまた事前準備、それから補修上、またシステム間の接続と

いうこともございまして、この既設の設備とデジタルの信号制御がメーカーごとに異なりま

す。違うメーカーのものになりますとそこの互換性を整備するところから行う必要があると

いうこととなりますので、競争入札には適さない、現状の設置している保守をしていただい

ている業者のほうと随意契約をしたというところでございます。以上です。 

議長（西 昭夫君） ５番、坂本議員。 

５番（坂本英人君） 互換性とか相互性とかということはよく分かるんですけれども、この

６，６００万が高いか安いかの判断もしにくいということがあるので、やはり見積りを何社

かとっていただいて妥当性があるものかどうかというのを判断できる資料がほしいなと思う

んです。 

  これ予算の説明聞いているときもそうですけれども、やはり今回は予算がどうのこうのと

いう話もありましたけれども、当初予算が出遅れたこともあってという説明もありましたけ

れども、公務員である以上、自分たちも仕事に整合性を持たすというのは必要ではないのか

なと思うんです。随意契約が認められているから随意契約でいいんだという価値観でなくて、

やはり丁寧に多くの人に理解してもらえるような仕事の仕組みづくりというのをやっていっ

てほしいなと思うんですけれども、いかがにお考えでしょうか。 

議長（西 昭夫君） 参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  坂本議員の御質問、お伺いした内容につきましては、十分職員のほう私どもも検討させて

いただいております。もちろんこの１社にはなりましたけれども、他町村に導入された金額

等も教えていただきましたり、更新されるところの金額参考に聞かせていただいたりという

ことを担当のほうもしてくれております。 

  予算の成立というところもございましたけれども、当初予算に３月のときに挙げさせてい

ただいたときにそういう検討をさせていただいておりましたので、随意契約というところで

進めさせていただいたものでございます。 
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  もちろんおっしゃっていただいている内容につきましては、十分今後も生かせていかなけ

ればならない内容と思っておりますので、多方面との検討も含めまして職員のほうにも十分

周知させていただきたいと思います。以上です。 

議長（西 昭夫君） ほかにありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第３９号、笠置町防災行政無線操作卓更新事業物品供給契約締結の件を採決

いたします。この採決は起立によって行います。 

  議案第３９号、笠置町防災行政無線操作卓更新事業物品供給契約締結の件は、原案のとお

り賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、議案第３９号、笠置町防災行政無線操作卓

更新事業物品供給契約締結の件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第２４、議案第４０号、令和５年度笠置町一般会計補正予算（第

１号）の件を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（中 淳志君） 議案第４０号、令和５年度笠置町一般会計補正予算（第１号）について、

提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、歳入歳出４，７０６万３，０００円を増額し、歳入歳出総額を１６億

２，５０４万７，０００円とするものです。 

  主な事業は、ガス・電気・食料品等物価高騰重点支援給付金事業として非課税世帯への給

付金及び事務費に１，０６７万４，０００円、道路維持費と道路新設改良工事を合わせまし

て２，７０４万８，０００円などを計上しております。 

  財源といたしまして、地方創生臨時交付金や社会資本総合交付金など国庫補助が

２，７８２万円、過疎対策事業債が８００万円となっております。 

  御審議いただき、御承認賜りますようお願い申し上げます。以上です。 
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議長（西 昭夫君） 議案の説明を求めます。参事兼総務財政課長事務取扱。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  それでは、議案第４０号、令和５年度笠置町一般会計補正予算（第１号）の件につきまし

て、説明させていただきます。 

  先ほど町長からの提案理由にもありましたとおり、今回の補正予算につきましては、

４，７０６万３，０００円を追加し、総額を１６億２，５０４万７，０００円とするもので

ございます。 

  それでは、内容の説明をさせていただきます。 

  私のほうからは、歳入と総務財政課所管の予算について説明させていただきます。 

  まず、８ページをお願いいたします。 

  歳入でございます。 

  １５款国庫支出金、２項国庫補助金総額は２，７８２万円となっております。総務費国庫

補助金におきましては、新型コロナウイルスの感染症対応地方創生臨時交付金として

１，０６７万４，０００円を、民生費国庫補助金におきましては、子育て世帯の生活支援特

別給付金の事業費及び事務費、土木費国庫補助金におきましては１，６４３万４，０００円

で、社会資本整備総合交付金を計上したものでございます。 

  繰越金につきましては、財源不足の分を９５０万円計上しております。 

  ２１款諸収入につきましては、消防団の退職報償費に係る歳入で１７４万３，０００円、

また、建設事業にかかります過疎対策事業債といたしまして、土木債を８００万円計上した

ものとなっております。 

  続きまして、９ページ、歳出をお願いいたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、一般管理費におきましては２６万６，０００円を計上して

おります。一般管理事業といたしまして、会計年度任用職員の週の勤務時間数の変更により

まして、期末手当を４万６，０００円計上しております。また、補償、補塡及び賠償金とい

たしまして、雇用保険の未支給者に対する補償といたしまして２２万円を計上したものでご

ざいます。 

  財産管理は６２万６０００円を計上しております。庁舎管理事業といたしまして５０万円

を伐木の作業委託料としております。小学校通学路の上、町有地の伐木、伐採を行うもので

計上したものでございます。また、運動公園管理事業といたしましては、町の直接実施とな

ったところから１２万６，０００円で除草剤、また備品購入費といたしましては、噴霧器等
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の購入を計上しております。 

  ８目防災諸費におきましては２２万７，０００円を計上しております。防災事業といたし

まして、防災無線の定期検査委託料といたしまして２２万７，０００円を計上したものでご

ざいます。５年に一度の定期検査でございまして、当初予算への計上漏れで大変申し訳あり

ません。今回補正で計上させていただいたものでございます。 

  ページ飛びまして、１１ページをお願いいたします。 

  下段、８款消防費、非常備消防費で１０２万３，０００円を計上しております。消防団事

業といたしまして、退職報償金、令和４年度末の退職者に対する退職報償金を計上したもの

でございます。 

  消防施設費で８万７，０００円を計上しております。消防団詰所の修繕料として計上した

ものでございます。 

  総務財政課につきましては、以上となります。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） それでは、保健福祉課が所管いたします歳出予算について御説

明いたします。 

  ９ページをお願いいたします。 

  ９ページ下段、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費で、住民税非課税世帯

に対する臨時特別給付金支給事業で３万６，０００円を計上させていただいております。令

和３年度分の補助金確定に伴う返還金でございます。 

  続きまして、１０ページをお願いいたします。 

  電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金事業で１，０６７万４，０００円を計上さ

せていただいております。新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金における電

力・ガス・食料品等価格高騰重点支援交付金のうち低所得世帯支援枠に基づき、令和５年度

の非課税世帯等に対して１世帯当たり４万円を給付するものでございます。 

  ５目老人福祉施設費で３万４，０００円を計上させていただいております。職員の京都府

主任介護支援専門員更新研修参加の負担金が必要となったため、３万４，０００円を計上い

たしております。 

  続いて、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費で１５３万３，０００円を計上させていた

だいております。まず児童福祉事業で、子育て世帯生活支援特別給付金、その他の子育て世

帯分で７１万２，０００円を計上いたしております。この事業につきましては、当初予算で
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は令和４年度中に実施いたしました子育て世帯生活支援特別給付金の支給対象者であった方

の分を計上いたしておりまして、この方については６月９日に給付済みでございます。今回

の補正分につきましては、令和５年３月３１日時点で１８歳未満の児童を養育する父母等で

あって、令和５年１月１日以降の収入が急変した住民税非課税相当の収入となった者、家計

急変者分を計上させていただいております。 

  それから、児童公園維持管理事業でございます。これにつきましては、遊具点検結果に基

づき、鉄棒及び滑り台の修繕、また雲梯の撤去として８２万１，０００円を計上いたしてお

ります。 

  ２目保育園費でございます。笠置保育所運営事業で１２１万３，０００円を計上いたして

おります。これにつきましても、保育所遊具点検結果に基づき園庭内の木製複合遊具、また

ジャングルジム等の修繕として計上させていただいております。予算可決後できるだけ早い

時期に修繕等を進めてまいりたいというふうに考えております。 

  １１ページ中段、４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費で８，０００円を計

上させていたたいております。保健業務として妊産婦栄養強化事業でございます。現予算が

２人の妊婦の予算でありまして、現在妊婦の方２人おられます。そこで新規で妊娠届等があ

った際に速やかに対応するため、今回予算を計上させていただいております。 

  ２目予防費では、保健母子事業として発達障害児等の支援事業で２万１，０００円を計上

させていだたいております。これにつきましては、相楽療養教室後期の申込みのために発達

検査が新たに必要となったため、今回２万１，０００円の計上となっております。 

  以上で保健福祉課所管の予算の説明を終わらせていただきます。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 商工観光課が所管します歳出について御説明いたします。 

  ９ページを御覧ください。 

  中段より２款総務費、総務管理費、企画費、負担金補助及び交付金、地域活性化起業人事

業で４２６万７，０００円の補正でございます。内容としましては、いこいの館再建に向け、

専任の地域活性化起業人を１名採用し、資金の調達や改修計画骨子の作成など実践的、総括

的に業務を推進するものでございます。内訳としましては、起業人の受入経費として７か月

分の行政事務研修負担金を３２６万７，０００円、また起業人が主体となって発案する調査

研究事業に要する経費を活動補助金として１００万円を計上いたしております。いずれも総

務省の地域活性化起業人制度推進要綱に基づき算出したものでございます。 
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  以上、商工観光課が所管します歳出予算の説明を終わります。 

議長（西 昭夫君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） 失礼いたします。 

  建設産業課が所管します歳出について説明させていただきます。 

  １１ページ、中下段をお願いいたします。 

  ７款土木費、２項道路橋梁費、２目道路維持費、14節工事請負費で２，３１４万

８，０００円を計上させていただいております。内容につきましては、令和５年度社会資本

整備総合交付金の当初の予算配分において増額配分があったため、増額に伴う所要額の予算

措置をお願いするものでございます。内容につきましては、いずれも当初予算で御承認いた

だいております道路維持事業の道路法面修繕工事、昨年に引き続き有市峠阪地内並びに舗装

修繕工事町道切山線に９２４万８，０００円、交通安全事業の交通安全対策工事としまして、

有市根台通学路蓋かけによる歩行空間の確保、有市柳生線飛鳥路地内の路肩崩壊おそれ箇所

の路肩改良工事に合わせて１，３９０万円を計上。 

  次の３目道路新設改良費、工事請負費で３９０万円を計上させていただいております。こ

ちらも同じく交付金の増額配分に伴い、当初予算で御承認いただいております笠置山線改良

工事、道路照明の設置に係る増額をお願いするものでございます。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

議長（西 昭夫君） これから質疑を行います。質疑は質疑通告書を提出していただいた議員

を先に指名します。順序は由本議員、坂本議員とします。 

  まず、由本議員の発言を許します。通告に従い、一括で質疑をしてください。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  それでは、通告に基づいて今説明受けたものを若干省かせていただいて質問したいと思い

ます。 

  ９ページの総務費の総務管理費の企画費で、地域活性化起業人事業で４２６万

７，０００円が計上されております。どうしてこの補正予算でまず予算計上されたのかとい

うことと地域活性化起業人事業で起業人を採用していこいの再建に向けて資金調達や改善計

画の骨子を作成していただくということですが、この起業人をどのようにしていつ頃採用さ

れるのか教えてください。 

  また、起業人の応募がなかった場合、採用人が決まらなかった場合はどのようにされるの

か教えてください。 
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  ３つ目に起業人を採用されたとして改修計画の骨子を作成された場合、資金調達に問題が

ある場合はどのようにされるのか教えてください。 

  次に、１０ページ、民生費、社会福祉費、社会福祉総務費の関係で、電力・ガス・食料品

等価格高騰重点支援給付金で１，０４８万円が計上されておりますが、補助対象が令和５年

度住民税均等割が非課税の世帯もしくは令和５年１月から１２月の収入が減少し、住民税非

課税相当の収入となった世帯に給付するということですが、令和５年度住民税均等割が非課

税の世帯というのは、令和４年度中の所得ですし、令和５年の１月から１２月の収入が減少

し、住民税非課税相当額の収入となった世帯というのは、今令和５年６月ということなんで

すが、どうして１２月までの収入が把握できるのか教えていただきたいと思います。 

  次に、１０ページの民生費の児童福祉費の児童福祉総務費で、児童公園維持管理事業で児

童館のところにある公園の鉄棒及び滑り台を修繕し、雲梯を撤去するということですが、こ

れはいつ検査をされてその結果がいつ分かったのか、またこの修繕はいつ行い、その雲梯等

を撤去した後、どのようにこの公園を維持管理整備されるのか、教えていただきたいと思い

ます。 

  続きまして、１１ページの保育園費、保育園の木製複合遊具とジャングルジム等を修繕す

るということですが、木製複合遊具はどこにあるものなのか、またこれもいつ頃検査をされ

てその結果がいつ分かったのか、またこれをいつ頃修繕をされるのか教えていただきたいと

思います。 

  それで最後に１２ページの消防施設費ですが、消防施設はどこをどのように修繕されるの

かお聞きしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  由本議員の御質問いただきました消防費、１２ページの消防施設費です。消防団詰所です

けれども、４部の詰所というところで、北部区にある旧の保育所が詰所になっておりますの

で、そこの電気関係のところです。部屋のといいますか、天井に埋め込みしている電球です

けれども、それがもう部品等ございませんので、新たに設置するということで、計上させて

いただいたものでございます。以上です。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  まず、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金事業でございます。ちょっと説明の
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ほうが分かりにくくて申し訳ございません。議員おっしゃるとおり、対象につきましては令

和５年度分の非課税者、それからもう一つ家計急変者につきましては、令和５年１月から令

和５年１２月までの任意の１か月の収入に１２を乗じて得た額が１年間のまたは１年間の所

得見込額が市町村民税の均等割が非課税になる水準ということで、ただこの事業につきまし

ては、令和６年２月２９日を締切りとさせていただいておりますので、現時点で該当ならな

い方につきましても、その１２月までの収入で任意の１か月を１２で乗じた金額が該当する

場合であったら申請していただけるというふうになっております。 

  それから、児童公園のほうでございますが、まず点検につきましては、令和４年１２月

２日に点検を行っております。ちょっと報告を受けた日が資料持ち合わせておりませんので、

また後で報告させていただきたいと思います。先ほども説明しましたとおり、予算可決後速

やかに撤去をさせていだたいて進めていきたいというふうに考えております。今後の整備等

については、現時点では未定でございます。 

  また、保育所のほうにつきましては、令和５年２月１４日に点検を実施させていただいて

おりまして、これにつきましては、令和５年３月２７日に報告を受けております。 

  それから、議員おっしゃる木製複合遊具につきましては、保育所入ってすぐ左側に鉄棒と

の並びにある複合遊具のことでございます。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 由本議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  どうして今起業人の予算の計上なのかということでございます。当初コンサルタントに発

注してのということで町長からもお話が提案があったと思うんですけれども、いろいろと御

意見を伺う中で、より具体的にいこいの館の再建を進めるということをいろいろと御意見を

伺った中で検討しました結果、地域活性化起業人を募集して町で採用し、商工観光課に配属

することによりまして、事業の進捗が見え、連絡調整やこれまでの調査、視察情報の共有が

容易に行える、また民間で培ってこられた知見やノウハウ、これまでの経験やネットワーク

など生かしていただいた中で現実的、具体的な再建に向けた動きができるのではないかとい

うことを考えまして、その諸準備等進める中で本日の今回の計上となったところでございま

す。 

  次に、その起業人の採用についてでございます。どのようにしていつ頃採用するのかとい

うことでございます。地域活性化起業人の採用につきましては、７月３日から７月２１日ま

でホームページにより公募を予定しております。補正予算成立後、少しでも早い募集の開始
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ができればと考えております。 

  また、派遣企業の選考につきましては、８月初旬にプレゼンテーション等を行い、派遣企

業の選考、決定をしていきたいと考えております。早ければ９月１日からの採用を想定して

おります。 

  次に、起業人の応募がなかった場合、採用人が決まらなかった場合はどのようにするのか

ということでございます。募集期限までに応募がなかった場合は、基本的に募集期間の延長

を考えております。あわせてさきの視察先の事業者や近隣の温浴施設の運営経営企業にも起

業人派遣に応募いただけないか、検討いただけるよう働きかけをする必要があると考えてお

ります。また、町長にも心当たりなど一定汗をかいていただくことになるなというふうには

思っております。 

  最後に、起業人が採用されたとしても改修計画の骨子を作成された場合、資金調達に問題

のある場合どうするのかということでございます。いこいの館再建にあっては、資金調達確

保が大きな課題であると認識しております。町の活用できる予算や国の補助金、民間資金の

投入も視野に入れた中で、起業人には事業を総括的に進めていただきたいと考えております。

起業人だからこそ知り得る情報、広いアンテナや情報ネットワークを活用し、行政ではなか

なか知り得ない補助金情報が資金調達に生かされていくのではないかと考えています。 

  また、一方で企業版ふるさと納税やインターネットを介しての手軽さや拡散性の高さから、

不特定多数の人々から少額ずつ資金を調達するクラウドファンディングという資金調達の仕

組みも近年注目されており、成功例も数多く報告されております。こういった取組も起業人

に期待する資金調達の方法として考えているところでございます。 

  しかしながら、そういったことを踏まえた中でも資金調達が困難な場合は、改修計画の規

模の縮小など確保できる資金に応じた改修計画の見直し、検討も必要になってくるのではな

いかというふうに思います。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  地域活性化起業人の事業なんですけれども、以前から言っていますように、もう町長の任

期が今年度ということで、今まで具体的な意見を伺うためにということをおっしゃっていま

したけれども、もう３年たって４年目なんですよね。それにまだ具体的な意見を伺うという

ことで、かなり今後のこのいこいの館の再建に向けて心配をするんですけれども、この必要

性というものが分かりにくい点はあると思うんですけれども、実際令和７年再開というよう
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な話もされていたんですけれども、そのあたりもちゃんと住民の方に説明をお願いしたいと

思います。 

  それと電力高騰の重点支援給付金ですけれども、６年の２月ということですけれども、こ

のあたりまた住民のほうにちゃんとした広報のほう十分にしていただきたいと思います。 

  それと、児童公園なんですけれども、これは令和４年１２月に点検をされたということで、

私は毎回補正予算のたびに言っているんですけれども、その補正予算というような意味です

ね、何で補正予算で予算計上しなければいけないのかというあたりを申し上げていると思う

んですけれども、これでしたら当初予算でも計上できたのではないかというようなことを思

うわけです。そのあたりもう一度補正予算という意味を十分に考えていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 由本議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  いこいの館再建のスケジュールにつきましては、起業人の採用時期等にもよりますけれど

も、現在想定しておりますのは、令和６年度内に委託事業者の公募、選定を行い、令和７年

度には再開日程が示されるように進めたいと考えております。再建につきましては、資金の

問題であったり、改修に係る工事などいろいろと課題が多くある中でございます。そういっ

た中で具体的な日程が示せない状況でございます。一日も早い再建及び再開が行えるよう進

めていきたいと考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） 参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  由本議員の御質問といいますか、御指摘お答えさせていただきます。 

  由本議員おっしゃいますように、当初予算で組むべきものというものはたくさんあります。

補正予算につきましては、突発的であったり、緊急であったり、このような電力・ガスにつ

きましては、国からの通知によるもの等ございますので、こういう緊急的なものというとこ

ろが補正予算というふうに認識しております。 

  当初予算につきまして今回総務財政課につきましても、当初予算への計上漏れ等もござい

まして、改めて職員のほうまた課長通じ、職員のほうにはそういう意識を持って当初予算、

それから補正予算に対応するように通知させていただきたいと思います。御指摘ありがとう

ございます。 

議長（西 昭夫君） 次に、坂本議員の発言を許します。通告に従い、一括質疑をしてくださ
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い。 

５番（坂本英人君） ５番、坂本です。 

  １０ページ、民生費、児童福祉費、児童福祉総務費、子育て世帯生活応援特別給付金事業

について、本給付金の支給時期はいつになるか教えていただきたいということです。 

  重ねて未来っ子応援給付金があったではないですか、あれ予算成立していると思うんです

けれども、あの事務と一緒に進められるのかどうか、予算立てしておいて後から後からこの

給付金系が出てくるので、どういうふうな進め方を事務的にされるのかということをお聞き

したいなと思います。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの坂本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  今後のスケジュールなんですけれども、７月上旬に６月９日に給付した積極支給世帯

１１世帯あるんですけれども、支給世帯、それから公務員、公務員の方については所属先か

ら案内があるということで、その方々を除いた子育て世帯にチラシを配布させていただきま

す。そこで申出等あれば申請書を送付させていただいて給付事務に進めていきたいというふ

うに考えております。 

  なお、申請受付については、令和６年これにつきましても２月２９日までとなっておりま

す。 

  それから、もう一つ未来っ子応援給付金につきまして、議員おっしゃるように予算成立し

てから１か月ほどたつわけですけれども、これにつきましても７月中の給付に向けて準備を

進めてまいりたいというふうに考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） 全議員にお聞きします。ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第４０号、令和５年度笠置町一般会計補正予算（第１号）の件を採決いたし

ます。この採決は起立によって行います。 

  議案第４０号、令和５年度笠置町一般会計補正予算（第１号）の件は、原案のとおり賛成

の方は起立願います。 
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（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、議案第４０号、令和５年度笠置町一般会計

補正予算（第１号）の件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） これで本日の会議を閉じます。 

  以上で本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれにて散会します。 

  第２日目は６月２９日午前９時３０分から開会します。通知は省略します。 

  本日は御苦労さまでした。 

散  会   午前１０時５０分 


